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夫次

玉川村長

回車

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
し
い
新
春
を
迎
え
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
九
十
年
代
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
二
十
一
世

紀
へ
の
基
礎
作
り
の
重
要
な
年
で
あ
リ
ま
し
た
。
高
速
交
適
時

代
に
お
け
る
空
の
玄
関
口
と
し
て
の
福
島
空
港
も
、
開
港
ま
で

あ
と
二
年
と
な
り
空
港
関
連
整
備
事
業
も
次
々
と
着
工
さ
れ
、

日
一
巳
と
確
実
に
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
泉
中
学
校
主
体
工
事
、
須
釜
中
学
校
造
成
工
事
に
つ

き
ま
し
で
も
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
こ
理
解
と
ご
協
力
を
得
て

着
工
す
る
こ
と
が
で
き
、
水
資
源
確
保
の
た
め
の
ポ
ー
リ
ン
グ
、

国
際
的
視
野
と
感
覚
を
育
て
る
人
づ
く
り
事
業
と
し
て
の
海
外

派
遣
事
業
等
、
諸
事
業
の
積
極
的
推
進
な
ど
躍
動
の
あ
る
一
年

と
な
り
ま
し
た
。

村
民
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
に
厚
く
お

礼
掃
し
主
げ
ま
す
。

円
今
年
度
も
、
国
際
化
・
高
度
情
報
化
・
高
齢
化
・
高
速
交
通

化
へ
の
適
応
を
図
り
な
が
ら
、
全
村
民
の
英
知
を
結
集
し
、
明

る
く
、
よ
り
豊
か
な
し
か
も
感
動
の
あ
る
村
づ
く
リ
を
行
い
、

村
民
に
幸
せ
の
種
子
を
ま
き
、
村
発
展
を
着
実
に
前
進
さ
せ
る

よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す。
玉
川
村
の
当
面
の
課
題
は
、
福
島
空
港
関
連
周
辺
整
備
の
積

極
的
推
進
・
雨
中
学
校
改
築
・
フ
ラ
イ
ト
農
業
の
確
立
・
商
工
業

の
育
成
・
福
祉
と
健
康
づ
く
り
・
水
資
源
の
確
保
・
住
宅
団
地

の
造
成
・
村
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
総
合
運
動
公
園
・
リ

ゾ
ー
ト
開
発
・
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
な
ど
多
く
の
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
目
的
達
成
の
た
め
、

一
窟
対
話
を
強
化
し
、
村
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

最
善
の
努
力
を
し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
、
村
民
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

玉川村議会議長

佐久間倉太

謹
ん
で
新
年
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
リ
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
で
、
平
成
も
三
年
と
な
り
ま
し
た
。
我
が
玉
川
村
も
い
よ

い
よ
発
展
飛
躍
の
時
を
迎
え
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
健

康
で
明
る
く
、
豊
か
な
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
に
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
白
一
頃
の
村
民
み
な
さ
ん
の
ご

努
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
十
年
一
昔
」
と
は
遠
い
昔
の
こ
と
、
今
や
「
日
進
月
歩
」

の
時
代
、
国
内
外
は
も
と
よ
り
身
辺
に
至
る
ま
で
、
激
変
す
る

時
代
に
遅
れ
を
と
る
こ
と
な
く
、
自
分
達
の
住
む
ふ
る
さ
と
玉

川
村
の
た
め
に
、
村
民
す
べ
て
の
力
を
出
し
合
っ
て
、
結
集
し

た
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。新

年
を
迎
え
た
今
、
我
々
議
員
一
同
は
益
々
議
会
の
本
領

を
発
揮
し
て
、
村
民
の
皆
様
と
手
を
取
り
合
っ
て
、
す
ば
ら
し

い
む
ら
づ
く
り
に
い
そ
し
む
べ
く
心
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
議
会
に
対
し
て
今
後
と
も
変
ら
ぬ
ご
指

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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矢
吹
幾
哉
さ
ん
に
叙
勲

広報たまかわ

小
高
で
杏
林
堂
医
院
を
開
業
し
て
い
る
矢
吹
幾
哉
さ
ん
(
苅
歳
)
が
、

平
成
二
年
度
秋
の
叙
勲
で
勲
五
等
拠
地

A

股
出
罰
則
ダ
受
章
し
ま
し
伏
いつ
十

二
月
十
日
に
は
県
知
事
か
ら
の
伝
達
式
・
十
三
巴
に
は
皇
居
で
拝
謁
が

行
わ
れ
、
県
内
十
四
名
の
受
章
者
と
と
も
に
出
席
し
ま
し
た
。
矢
吹
さ

ん
の
長
年
に
わ
た
る
功
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
二
十
一
年
五
月
に

杏
林
堂
医
院
を
開
設

矢
吹
さ
ん
は
大
正
六
年
七
月
十
八

日
玉
川
村
に
生
ま
れ
、
昭
和
十
六
年

十
二
月
に
日
本
大
学
専
門
部
医
学
科

を
卒
業
。
翌
十
七
年
二
月
に
陸
軍
軍

医
入
隊
、
復
員
後
の
昭
和
二
十
年
五

月
に
否
林
堂
医
院
を
開
設
し
ま
し
た
。

戦
後
の
混
乱
期
に
地
域
住
民
の
医
療

ニ
!
ズ
に
応
え
、
夜
間
診
療
・
往
診

を
行
う
な
ど
住
民
の
健
康
を
守
る
た

め
奔
走
し
ま
し
た
。

ま
た
、

開
業
以
来
、
嘱
託
医
と
し

て
村
に
協
力
。
昭
和
三
十
年
か
ら
は

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と

し
て
、
村
氏
の
保
健
衛
生
、
国
保
事

業
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
口
村
内

小
・
中
学
校
医
・
保
育
所
・
幼
稚
園

……郵新彰一一一トルだたが一兆一室一一表敦

平

成

二

年

度

村
商
工
会
が
主
催
す
る
平
成
二
年

度
優
良
従
業
員
表
彰
式
が
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
受
賞
者
四
十

一
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
従
業
員
の
模
範
と

優

良

従

業

員

の
嘱
託
医
と
し
て
、
村
内
の
子
供
遠

の
健
康
管
理
と
保
健
指
導
に
も
協
力

し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
の
確
保
と

福
祉
の
増
進
に
尽
力

昭
和
三
十
年
か
ら
は
石
川
郡
医
師

会
の
要
職
を
歴
任
し
、
管
内
自
治
体

と
の
連
携
協
力
体
制
の
確
立
と
会
員

の
資
質
の
向
上
に
努
め
、
県
医
師
会

の
代
議
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
石
川
地
区
公
衆
衛
生
協

会
長
を
十
二
年
間
務
め
る
な
ど
、
村

内
ば
か
り
で
な
く
石
川
地
方
の
各
種

委
員
と
し
て
の
職
務
を
果
た
し
、
地

域
医
療
の
確
保
と
地
域
住
民
の
保
健

衛
生
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
か
ら
は
、
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
人
権
問
題
相
談
等
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

『
受
章
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
関
係
者

の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
生

涯
現
役
の
つ
も
り
で
頑
張
り
ま
す
」

と
受
章
の
喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た。

こ
の
ほ
ど
、
佐
久
間
ス
イ
さ
ん

(
打
歳
・
北
須
釜
)
が
母
子
保
健

家
族
計
画
事
業
功
労
者
と
し
て
、

県
内
で
た
だ
一
人
厚
生
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
「
身
に
あ
ま
る

光
栄
で
す
。
大
き
な
病
気
や
ケ
ガ

も
な
く
助
産
婦
を
や
っ
て
こ
れ
た

の
は
、
亡
き
夫
や
両
親
が
見
守
っ

て
く
れ
た
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
昔
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
喜

び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

佐
久
間
さ
ん
は
昭
和
五
年
に
上

京
し
、
働
き
な
が
ら
看
護
婦

・
助

産
婦
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
口
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
メ
モ

を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
何
度
も
読

み
返
し
た
り
、
姉
さ
ん
(
中
野
チ

ョ
ウ
さ
ん
南
須
釜
在
住
)
に
聞
い
て

勉
強
し
た
そ
う
で
す
。
「
今
思
え
ば

あ
の
時
の
勉
強
で
私
の

一
生
が
決

ま
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
」
と
笑
い
な

が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
村

教育委員に

高橋兼之さ九

な
る
人
を
表
彰
し
、
勤
労
意
欲
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
わ
り

で
す
。

受賞された皆さん、 11月238就業改善センター

受
賞
者
名

野
崎
ヨ
シ
エ

吉
田
正
雄

関
根
幸
夫

関
根
勇
一

近
内
源
吉

斑
目
ス
イ
子

小
針
政
蔵

芳
賀
一
郎

真
野
目
光
栄

石
井
正
子

小
林
美
吉

真
弓
一
治

矢
部
キ
ミ
ヨ

有
我
仁
一

小
山
田
常
夫

木
戸
忠
顕

大
和
田
弘

岩

谷

清

車
田
和
雄

溝
井
ヨ
シ
子

水
野
義
憲

大
和
田
俊
寛

(
敬
称
略
)

事
業
所
名

奥
野
電
気
附

備
小
山
田
産
業
開
発

側
片
山
ゴ
ム
福
島
工
場

// 

駒(朝
木小

。 キ艮キ本 。
工建
業設
側

陶
佐
藤
製
作
所

陶
鈴
木
建
設

山
間
須
藤
ハ

i
ネ
ス

鮒
玉
川
畜
産
セ
ン
タ
ー

偏
玉
川
商
事

東
京
精
工
側

。イシむ

中
キ良

。精。

工
品掛

十
一
月
二
十
八
日
、
第
四
十
回
福

島
県
統
計
大
会
が
県
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
タ
タ
年
に
わ
た
り
統
計
の

伸
展
に
尽
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
で
は
、
主
に
商
工
業
に
関

大
野
律
子

円
谷
ア
ヤ
子

大
野
ト
シ
子

関
口
静
枝

吉
田
典
昭

車

田

伸

桑
名
浩
子

橋
本
絹
子

須
釜
美
恵
子

水
野
和
美

中
摂
精
工
附

// 。
日西
本牧
精。縫
密製
加
工
偽7

// 

" 
。

側
福
島
エ
ン
ヤ

E
Z
一
氏
表

相
続
計
協
会
が
受
賞

す
る
統
計
業
務
に
携
わ
っ
た
、
瀬
谷

房
之
さ
ん
(
初
歳
・
北
須
釜
)
と
玉

川
村
統
計
調
査
員
協
議
会
(
会
長
・

須
釜
信
好
さ
ん
)
ヘ
、
県
統
計
協
会

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

岩
谷
キ
ヌ
子

須

釜

登

本
橋
ト
ク

谷
地
ト
シ

佐
藤
弘
子

商
横
和
久

松
浦
正
直

石
森
富
夫

福
島
双
羽
電
機
械

。イシ'l 

大
野
美
代
子

岡
本
田
商
底

マ
ダ
ラ
メ
工
業

レ
ス
ト
ラ

ン
湖
上

倒
矢
吹
商
事

強
力
被
服
工
業
側

玉
川
ソ

i
イ
ン
グ

4 

fE裟問スイさんに

厚生

に
帰
っ
て
き
て
ト
だ
ん
な
さ
ん
が
亡

く
な
っ
て
か
ら
は
五
人
の
お
子
さ
ん

を
女
手
一
つ
で
育
て
る
な
ど
苦
労
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
昭
和

三
十
五
年
か
ら
助
産
所
を
開
業
し
、

昭
和
三
十
九
年
の
母
子
保
健
セ
ン
タ

ー
開
設
か
ら
は
村
の
嘱
託
助
産
婦
と

し
て
二
十
五
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
は
、
家
で
野
菜
の
手
入
れ

を
し
て
い
る
そ
う
で
「
自
分
で
ま
い

た
種
は
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
育

て
ま
す
。
野
菜

c

つ
く
り
も
子
育
て
も

似
て
る
で
し
ょ
。
ま
し
て
や
子
供
は

未
来
を
背
負
う
宝
、
愛
情
を
も
っ
て

接
し
ま
す
L

と
佐
久
間
さ
ん
。
現
在
も
、

村
で
行
わ
れ
る
母
子
保
健
事
業
に
は

積
極
的
に
協
力
し
活
躍
し
て
い
ま
す

O

H

お
ス
イ
桝
、
産
婆
さ
ん
M

と
誰
か

ら
で
も
親
し
く
呼
ば
れ
る
佐
久
間
さ

ん
の
優
し
さ
と
責
任
感
の
強
さ
が
、

今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

11用26日役場村長室において、

玉川村教育委員の任命式が行わ

れました。

今回就任された教育委員は、

前玉川郵便局長の高橋兼之さん

(64歳・ /1/辺)て、任期満了と

なった野崎進さん(68歳・ /f/辺)

の後任として、今後 4年間、村

の教育行政に携わります。
瀬谷房之さん村統計協会長須釜信好さん

5 
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み
ん
な
上
手
に

で

き

ま

し

た

い
ず
み
幼
稚
薗
・
す
が
ま
幼
稚
園
・
泉
保
育
所
で
「
お

ゅ
う
ぎ
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
日
頃
練
習
し
た
体
操
や
劇
・
踊
り
な
ど
を

元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
c

父
兄
ら
は
我
が
子
の
姿
を
じ
っ

と
見
つ
め
、
カ
メ
ラ
を
片
手
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま

し
た
。

巌峯寺観音堂の移築法要
巌峯寺観音堂の移築法要と鐘堂の落慶法要が現地て行

われました。移築工事は、 空港建設により観音山が37m
削られるため、昭和62年力、ら進められてきたもので、式

典には地元の方、工事関係者、来賓ら300人が出席し、工

事の無事完成を祝いました。心を-つにして

第 4田少年綱引大会が、村内 8地区の子供育

成会員200人(男子11、女子 7チーム)の参加の

もと、村体育館て行われました。

会場は、父兄らの「よいしょ、よいしょ J の掛

声と声援でいっぱいとなり、子供達は顔を真っ

赤にして熱戦を繰り広げました。

結果は次のとあ、り

男子 ①JIf辺A②竜崎@北須釜

女子 ①小高A②JI/辺③中・竜崎

オーストラリアの

新聞に載りました

ふるさと創生海外派遣事業のオーストラリア

研穆が13日間の日程で行われました。研修の様

子は次号て紹介しますが、ひと足先にホームス

ティ先のウ工ストアルパ)ト・工アロム市の新

聞に掲載されました。(右側写真の手前左側が飯

島三郎さん、右側が車田豊子さんです。)

青
少
年
の
教
育
に

間
万
円
を
寄
付

中
根
精
工
株
式
会
社
か
ら
村
に
、

創
立
二
十
周
年
記
念
と
し
て
百
万

円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
役
場
村
長
室
で
行

わ
れ
、
岩
崎
一
司
社
長
が
「
次
代

を
担
う
青
少
年
の
教
育
に
役
立
て

て
下
さ
い
」
と
車
田
村
長
へ
寄
付

金
を
手
渡
し
、
車
田
村
長
は
「
人

づ
く
り
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

6 

今
年
も
活
躍

四
辻
分
校
の
子
供
た
ち
が
、

子
市
で
開
か
れ
た
第
四
回
我
孫
子
ユ
ニ

ク
ル
(
一
輪
車
)
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、

の
七
種
目
優
勝
を
上
回
る
十
種
目
優
勝

三
人
の
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の

に
は
千
葉
・
埼
玉
・
東
京
な
ど
か
ら
こ

が
参
加
。
黄
色
い
鉢
巻
き
姿
の
分
校
の

た
ち
が
真
っ
先
に
ゴ
!
ル
を
駆
け
ぬ
け

i
ン
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

小
針
千
代
之
助
さ
ん
に

金
色
有
功
賞

前
村
長
の
小
針
千
代
之
助
さ
ん

(
中
)
に
日
本
赤
十
字
社
か
ら
金

色
有
功
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

村
長
在
職
中
の
日
赤
活
動
に
対

す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

車
田
村
長
か
ら
記
念
の
楯
と
パ
ッ

チ
を
手
渡
さ
れ
た
小
針
さ
ん
は
「
今

後
も
一
村
民
と
し
で
で
き
る
限
り

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た

G

7 



平成 3年 1月広報たまかわ

り
働きやすい環境と

雰囲気づく北
米
大
陸
を
肌
で
感
じ
て

平
成
二
年
度
の
福
島
県
海
外

派
遣
事
業
「
若
人
の
翼
」
に
小

針
和
彦
さ
ん
(
お
歳
)
が
参
加

し
ま
し
た
。
初
め
て
設
け
ら
れ

た
北
米
コ

i
ス
の
研
修
の
様
子

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
二
回
に
分
け
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

北米コースの団員全員と

十
月
十
七
巴
か
ら
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
十
五

B
問
。
福
患
県
海
外
派

遣
事
業
「
若
人
の
翼
」
の
田
員
と
し

て
北
米
コ
ー
ス
(
力
ナ
ダ
・
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
)
に
参
加
し
ま
し
た
。
北

米
コ
ー
ス
は
、
環
太
平
洋
地
域
と
の

会
流
を
よ
り
一
層
深
め
よ
う
と
い
う

自
的
で
今
回
か
ら
新
設
さ
れ
た
コ
ー

ス
で
す
。
北
米
大
陸
は
、
豊
富
な
地

下
資
源
と
多
種
多
民
族
と
の
構
成
に

よ
り
今
や
世
界
経
済
の
中
心
地
と
な

っ
て
い
ま
す
。
私
は
国
の
経
済
と
老

後
問
題
・
社
会
福
祉
を
テ
!
マ
に
研

修
し
ま
し
た
。

力
ナ
ダ
は
ソ
連
に
次
ぐ
広
大
な
面

積
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
国
土
の
四

十
八
%
は
利
用
不
可
能
な
寒
冷
地
と

山
地
、
四
十
四
%
が
森
林
、
農
地
は

わ
ず
か
四
%
で
牧
草
地
が
三
%
と
な

っ
て
い
ま
す
。
主
な
日
本
へ
の
輸
出

品
は
木
材
と
小
表
だ
そ
う
で
す
。
町

並
み
は
と
て
も
美
し
く
、
道
路
な
ど

に
は
ゴ
ミ
二
つ
落
ち
て
い
ま
せ
ん
。

経
済
が
低
迷
し
て
物
が
な
い
か
ら
で

は
な
く
、
日
本
と
違
っ
て
畠
動
販
売

機
が
な
い
の
も
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

食
生
活
で
は
魚
類
を
使
っ
た
料
理
が

代表取締役会長

西平俊裕

平
成
元

業

始に

口∞，守JI
ψ福

島
富
士
株
式
会
社
は
平
成
元
年

五
月
に
玉
川
工
業
団
地
で
操
業
を
始

め
た
新
し
い
会
社
で
す
。
親
会
社
は

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
パ

i
ツ
の
メ
ー

カ
ー
の
富
士
ゴ
ム
株
式
会
社
(
東
京
-

E
本
橋
)
で
、
圏
内
に
十
社
、
ま
た

マ
レ
ー
シ
ア
に
も
関
連
会
社
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
の
国
内
主
力
工
場
と

し
て
製
造
部
門
を
担
当
し
、
家
庭
で

使
わ
れ
る
リ
モ
コ
ン
ス
イ
ッ
チ
や
携

帯
電
話
機
の
ス
イ
ッ
チ
・
カ
l
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
部
品
を
中
心
に
生

産
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
は
七
十
七

人
(
男
二
十
九
・
女
四
十
八
)
で
、
約

六
割
が
村
内
の
方
と
誘
致
企
業
と
し

て
地
域
に
果
た
す
役
割
は
大
き
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。高

ぶ

評
価

も

納

入

製
品
は
、
目
立
・
東
芝
・
三
菱
・

松
下
・
ソ
ニ
!
・
パ
イ
オ
ニ
ア
・
日

本
電
気
・
富
士
通
・
ア
ル
プ
ス
電
気
・

京
セ
ラ
・
日
本
無
線
・
ケ
ン
ウ

ッ
ド・

ア
ル
パ
イ
ン
な
ど
の
園
内
電
機
メ
ー

カ
ー
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

・
モ
ト
ロ
ー

ラ
ー
な
ど
の
海
外
電
機
メ
ー
カ
ー
へ

納
入
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
c

小針和彦さん
(北須釜)

多
く
、
特
に
サ
ー
モ
ン
を
メ
イ
ン
デ

ィ
ッ
シ
ュ
に
し
た
食
事
が
何
回
も
あ

り
ま
し
た
口
ま
た
、
サ
ラ
ダ
も
ボ
リ

ュ
ー
ム
が
あ
り
、
日
本
で
は
咋
一
で
食

べ
な
い
物
も
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。

物
価
は
一
般
的
に
安
い
で
す
が
、

南
国
の
果
物
な
ど
は
力
ナ
ダ
で
は
取

れ
な
い
た
め
輸
入
品
と
な
り
、
少
し

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
値
段
は
比

較
的
安
い
の
で
す
が
、
そ
れ
に
か
か

る
税
金
が
高
く
、
パ
ン
ク
i

パ
ー
の

あ
る
ブ
リ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア

州
で
は
六
%
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

州
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
る
そ
う

で
す
が
、
買
い
物
を
し
た
時
に
は
驚

き
ま
し
た
。

税
金
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
福
祉

は
か
な
り
充
実
し
て
い
ま
す
。
最
初

に
自
に
伺
い
た
の
が
草
い
す
用
の
マ

ー
ク
で
、
至
る
所
に
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
障
害
者
専
用
パ
ス
も
あ
り
、
登
録

を
す
れ
ば
電
話
一
本
で
自
宅
か
ら
目

的
地
ま
で
無
料
送
迎
す
る
そ
う
で
す
。

樟
害
者
が
気
軽
に
外
出
で
き
る
制
度

と
施
設
の
整
備
に
深
い
感
銘
を
受
け

ま
し
た

D

州
政
府
に
よ
っ
て
は
年
金

制
度
や
医
療
保
険
制
度
も
あ
り
、
年

福
島
富
士
の
経
営
理
念
は
、

三
つ

の
基
本
的
な
考
え
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

一
、
徹
底
し
た
顧
客
第
一
主
義

て
挑
戦
的
な
技
術
開
発

て
人
間
尊
重
の
精
神

こ
の
三
つ
の
基
本
理
念

を
も
と
に
社
会
・
国
家
・

人
類
へ
の
貢
献
を
め
ざ

し
で
い
ま
す
。
特
に
人

間
尊
重
の
精
神
を
重
視

し
、
従
業
員
の
働
き
や

す
い
環
境
と
雰
囲
気
宇
つ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

若
い
人
が
多
い
こ
と
も

あ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
親
睦
を
図

つ
で
お
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
や
ス

キ
!
交
流
会
を
開
催
。
ま
た
、
野
球

部
を
組
織
し
、
平
成
元
年
の
村
内
事

業
所
対
抗
戦
で
は
初
出
場
な
が
ら
優

勝
し
ま
し
た
。
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今

性，

第

二

棟

日
夜

今
年
一
月
か
ら
親
会
社
の
富
士
ゴ

ム
株
式
会
社
が
社
名
を
変
更
し
「
富

士
ポ
リ
マ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
」
と
な

り
、
ゴ
ム
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
高
分

子
素
材
を
穫
っ
た
製
品
の
開
発
に
あ

た
り
ま
す
。
製
造
部
門
の
主
力
工
場

と
し
て
、
福
島
富
士
の
果
た
す
役
割

は
今
後
さ
ら
に
大
き
く
な
る
た
め
、

今
年
四
月
に
は
第
二
棟
を
建
設
。
今

ま
で
以
上
に
地
元
の
方
の
協
力
が
望

ま
れ
ま
す
。
地
域
の
活
性
化
・
村
の

発
展
に
尽
く
そ
う
と
、
広
い
敷
地
を

フ
ル
に
活
用
し
福
島
富
士
は
着
実
に

前
進
し
て
い
ま
す
。

このようなスイッチを作っています

金
は
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

病
院
で
か
か
る
医
療
の
費
用
は
無
料

で
、
薬
代
だ
け
が
自
己
負
担
で
す
。

私
達
が
訪
問
し
た
時
は
紅
葉
が
美

し
く
、
時
の
流
れ
が
遅
く
感
じ
ま
し

た
。
ゆ
っ
た
り
し
た
風
土
と
安
心
し

て
過
ご
せ
る
社
会
を
感
じ
た
せ
い
か

カナダ・パンクーパー

も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
立
さ
れ
た
社
会

的
保
障
で
暮
ら
し
ゃ
す
い
国
づ
く
り

を
し
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
単
に
「
優
段
が
高
く
な
る
か
ら

消
費
税
は
悪
い
も
の
し
そ
ん
な
考
え

方
に
な
っ
て
い
た
自
分
が
恥
ず
か
し

く
な
り
ま
し
た
。
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平成 3年 1月広報たまかわ

税

とヒ
Eコ

カT

の

申

始
ま
り
ま
す

平成 3年 1月

一
一
月
八
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

下
記
の
日
程
で
つ
税
の
申
告
相
談
」

を
行
い
ま
す
。

所
得
申
告
に
必
要
な
も
の

O
印
か
ん

。
営
業
等
の
あ
る
方
は
出
納
帳
簿
等

O
源
泉
徴
収
票
(
給
与
・
恩
給
・
年

金
・
賃
金
等
の
あ
る
方
は
必
ず
持
参
)

O
平
成
二
年
に
支
払
っ
た
損
害
保
険

料
・
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険

料
の
支
払
証
明
書

O
医
療
費
の
あ
る
方
は
、
平
成
二
年

中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
受
領
証

。
農
業
近
代
化
資
金
等
の
制
度
資
金

借
入
金
の
あ
る
方
は
、
利
子
支
払
証

明
書

O
そ
の
他
“申
告
に
必
要
と
思
わ
れ
る

書
類
、

包

、

、

・

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
申
告
に

必
要
な
も
の

い

O
住
宅
用
家
屋
の
登
記
簿
謄
本

J

C
住
民
票
の
写
し

。
金
融
機
関
等
か
ら
の
往
宅
取
得
資

金
に
係
る
借
入
金
年
末
残
高
誌
明
書

O
建
築
工
事
の
請
負
契
約
書

※
個
人
年
金
保
険
料
に
係
る
~生
命
保

険
料
控
除
の
限
度
額
が
五
万
円
に
な

る
な
ど
昨
年
と
変
わ
っ
た
点
も
あ
り

ま
す

D

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
税
務

課
程
貯
1
3
1
0
1
内
線
但
・
日
記
番

広報たまかわ

4-
新しい戸籍には

正しい字で

*詳しくは、役場住民課戸籍係 ft57-3101内線30
須釜支所戸籍係 ft57-2061にお問い合わせ下さい。

中

国

語

教

室

の

生

徒

を

募

集

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
中
国
語
講

座
を
行
い
ま
す
。
受
講
を
希
望
の
方

は
役
場
企
画
調
整
課
ま
で

岱
貯
l
3
1
0
1
内
線
羽
・
M
W

番

臼
時
平
成
三
年
一
月
十
七
日
(
木
)

か
ら
三
月
末
ま
で
毎
週
木
曜

ロμ午
後
六
時
か
ら
七
時

就
業
改
善
セ

ン
タ
ー

村
民
一
般

小
松
淑
江
さ
ん
(
郡
山
市
)

講対場
師象所

就業改善センター
須釜公民館

関西部地区
園東部地区

園午前9時~午前11時30分
午後1時~午後3時圃圃圃圏幽圃圃

// 

東部残全域

西部残全域

lj 

奥撫、仁戸内

雀森、桜窪

東部

西部

lj 

北須釜

北須釜

1 組~4 組

9組~残全域

辺

高

高、蒜生

中

)11 

戸
籍
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
す
る

場
合
や
相
続
登
記
を
す
る
場
合
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
利
用
さ
れ
て

お
り
、
日
本
人
に
つ
い
て
の
身
分
関

係
を
登
録
、
公
証
す
る
公
文
書
と
し

て
重
要
な
も
の
で
す
か
ら
、
正
し
い

文
字
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
戸
籍
の
中
に
は
、
氏
名

が
誤
字
や
俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
口
そ
の
た
め
、
官

公
署
の
窓
口
な
ど
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
、
社
会
生
活
の
中
で
不
便
を
強
い

ら
れ
て
い
る
方
々
も
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
平
成
三
年
一
月
一
日
以

後
は
、
新
し
い
一
戸
籍
に
記
載
す
る
場

合
な
ど
に
つ
い
て
、
正
し
い
字
で
記

載
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

七

宝

焼

教

室

を

千ラ

、‘.
r
t
v
 

ま

す

公
民
館
が
主
催
す
る
七
宝
焼
教
室

を
行
い
ま
す
。

B
時
平
成
三
年
二
月
五
日
(
火
)
・

六
日
(
水
)

午
後
七
時
1

場

所

就

業

改

善

セ

ン

タ

ー

対
象
村
民
一
般

(ど
な
た
で
も
)

講
師
中
野
瑞
弘
先
生
(
矢
吹
町
)

申
し
込
み
玉
川
村
公
民
館
ま
で

宮
町

l
3
1
0
1
内
線
臼
番

詳
し
く
は
、
要
項
を
配
布
し
ま
す
。

奥平上、八又

戸、F

I 

域

沢

域

一

井

全

一

青

残

て

田
戸
廿
川
!

卓
草山

ノL
丘二残

てb.
Eコ

宿

上の 1、2、3組

蟹沢、荻ノ田

堂ノ内、奥平下

南残全域

蟹沢~八又

τと
仁コ

山小屋、 LLJ新田

青井沢

域

1 手且~5 手且

1 組~4組

6 組~7 組

1 組~3 組

寺
一
崎

自奇

法岩
一
竜

竜

弓

西辻新田

中、岩法寺、竜崎

と持

北須釜、吉

屋

南須釜、山小屋

四辻新田

h
斗

残東部地区

(西部地区)

今

// 

か

// 

確定申告者

。
。

"-' 

ベP

営業、農業、庶業

ク

"-' 

，シ

ク

新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い
字
に

@
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字
・
俗

字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
新
し
い
戸
籍

に
正
し
い
字
で
記
載
し
ま
す
。

①
婚
姻
、
転
籍
な
ど
で
新
し
く
戸
籍

を
つ
く
る
場
合

②
養
子
縁
組
な
ど
で
他
の
戸
籍
へ
入

籍
す
る
場
合

③
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合
な
ど

@
誤
字
、
俗
学
を
正
し
い
宇
で
記
載

す
る
場
合
に
は
、
届
出
の
と
き
や
戸

籍
に
記
載
し
た
後
に
そ
の
旨
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

@
俗
字
の
う
ち
「
高
」
と
か
「
崎
」

な
ど
、
二
疋
の
範
囲
の
字
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
。

点

訳

奉

仕

者

の

受
講
生
を
募
集

福
島
県
点
字
図
書
館
の
点
訳
奉
仕

者
を
養
成
す
る
た
め
、
点
字
の
通
信

教
育
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
県
内
に
居
住
の
方
で
お
歳

以
上
の
方
(
学
生
、
生
徒
は
除
く
)

募
集
人
員
十
名
(
選
考
に
な
り
ま
す
)

募
集
期
間
平
成
三
年
二
月
一
日
か

ら
二
月
十
日
ま
で
(当
日
消
印
有
効
)

応
募
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

福
島
県
点
字
図
書
館

岱
O
二
四
五
(
三
四

)
O五
二
二

井

P 

の

水

大

丈

夫

で

す

か

川辺、蒜生、小高

飲
用
井
一
戸
を
設
置
し
て
い
る
皆
さ

ん
は
次
の
事
項
に
注
意
し
て
施
設
の

管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

。
管
理
対
象
と
な
る
施
設

個
人
住
宅
や
工
場
・
事
業
所
、
集

会
所
等
で
法
律
や
条
例
の
規
制
を
受

け
な
い
も
の

A
V
管
理
の
方
法

0
施
設
の
周
囲
は
、
い
つ
も
清
潔
に

し
て
定
期
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

O
水
の
色
、
臭
い
、
味
な
ど
に
注
意

を
し
、
年
に
一
回
水
質
検
査
を
行
い

ま
し
ょ
h

フ
。

O
水
に
異
常
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ

に
水
質
検
査
を
行
い
、
水
が
汚
染
き

れ
た
と
き
は
、
保
健
所
の
指
導
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

A
V
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す

受
付
日
時
毎
月
第
二
第
四
月
曜
日

午
前
九
時
1
午
後
二
時

受
付
場
所
吾
川
保
健
所
検
査
課

検
査
料
金

一
検
体
七
干
百
円

注
意
事
項
水
は
減
菌
瓶
(
一
本
百

五
十
円
)
に
入
れ
る
こ
と
。
瓶
は
石

川
保
健
所
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

。
問
い
合
わ
せ
先

石
川
保
健
所
衛
生
課

宮
部

1
1
1
1
1

役
場
保
健
課

宮
町

1
3
1
0
1
内
線
お

残西部地区"-' (東部地区)4ン

申
し
出
に
よ
っ
て
正
し
い
字
に

10 

@
現
在
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
そ
の

ま
ま
で
は
正
し
い
字
に
は
直
り
ま
せ

ん
が
、
申
し
出
に
よ

っ
て
い
つ
で
も

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
誤
字
、
俗

字
を
正
し
い
字
に
訂
正
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

申
し
出
に
よ
っ
て

難
し
い
字
を
や
さ
し
い
字
に

@
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
が
、

例
え
ば
「
遁
」
と
旧
字
体
で
記
載
さ

れ
て
い
る
た
め
、
不
便
を
感
じ
で
い

る
方
は
、
申
し
出
に
よ
り
新
字
体
「
辺
」

に
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

11 
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一
月
の
在
宅
当
番
医

1
日
(
火
)

大
野
病
院

大
野
眼
科
診
療
所

2
日
(
水
)

(
石
川
町
)

(

ク

)

三
瓶
胃
腸
科
医
院

小
平
大
野
分
院

3
日
(
木
)

原
外
科
医
院
(
石
川
町
)

杏
林
堂
医
院
(
玉
川
村
)

6
日
(
日
)

愛
恵
会
大
野
診
療
所
(
石
川
町
)

櫛

田

医

院

(

古

殿

町

)

日
日
(
日
)

添

田

医

院

(

石

川

町

)

味

原

医

院

(

玉

川

村

)

日
日
(
火
)

富

永

医

院

(

浅

川

町

)

石
川
中
央
医
院
(
石
川
町
)

初
日
(
日
)

会
田
病
院
浅
川
診
療
所
(
浅
川
町
)

大

野

病

院

(

石

川

町

)

幻
日
(
日
)

円

谷

医

院

(

石

川

町

)

中
島
病
院

(

0

)

診
療
時
間
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

※
必
ず
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

(
石
川
町
)

(
平
田
村
)

お誕生おめでとう
ございます

剣

斡

司

也

久

人

則

郎

・
8

出

護

ヨ

重

ハ

届

保

顕

哲

和

・
正

正

四

同
月例

名

り理
ゃ也
か
香
た
太
か
香
ω

平
ゃ
也

問
え
絵
付
修
一
理
山
一
将
申
有
山
朔
一
円
力

釦

藤

田

J
h
川

木

野

口

根

出

須

能

…

大

鈴

草

野

関

区

辺

寺

崎

釜

佃

ク

法

ク

須

品

川

地

川

岩

竜

北

四

今

月

の

納

税

国
民
年
金
保
険
料

村

県

民

税

国
民
健
康
保
険
税

一
月
分

第
四
期

第
七
期

納
期
限
は

一
月
二
十
五
日

(金
)

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

乳幼児健康相談⑧

午前 98寺30分

乳児健康診査⑧

午後 1時

成人病予紡教室

午前9時30分

岩法寺公民館

23臼(水) 母親教室⑧

午前 9時15分

三種混合⑧

午後 1時30分

24日(対 三種混合⑧

午後 18寺30分

29日(刈 3歳児健診⑧

午後 1時30分

2月 18(鉛 1歳6ヶ月光鍵診⑧

午後 1時30分

⑧ :保健センター

⑧:須釜公民館

月の健康
ζよみ

1月118(鉛

16日(水)

おくやみ申し上げます

(11月届出分)

地区死亡者氏名年齢世帯主名

四辻新田石井利五郎 86 久二

1，667戸 (-3) 

7，654人 (+11)

3，796人 (+2) 

3，858人 (+9) 

村のようす
(2年l2月1日現在)

a・‘日J

l' 2 
2 

1月10日は 一忌本-
110番の日ぜ押§

お
B
(
火
)
午
前
9
時
初
分

成
人
式

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

初
8
(
日
)
午
前
6
時
お
分
出

発ス
キ
!
教
室

磐
梯
国
際
ス
キ
!
場

幻
自

(
水
)

な
つ
椿
学
級
午
前
9
時
初
分

須
釜
公
民
館

こ
ぶ
し
学
級
午
前
l
時
初
分

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

お
日
(
日
)
午
前
8
時
お
分

新
春
囲
碁
将
棋
大
会

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

一月の
公
民
館
行
事

事件や事故などが発生し、110
番通報をしますとこれを受けて

警察本部や警察署ては、通報さ

れた方が「何を求め、何を訴え

ているのか」をいち早く聞き取

り、パト力ーや白バイなどの警

察官{こ指令し、直ちに活動が開

始されます。

110番をしますと 、係員が次の

ことについてお尋ねします。

• f可があったか…… H ・H ・..

・いつ、どこで....・H ・-…-

.犯人は….....・ H ・

-逃げた方向は…
-何で逃げ、たか....・ H ・..

.あなたの名前は…

ご協力をお願いします




